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地元でプロロードレースを
作りたい

私は、平成15年に宇都宮市議会
議員に初当選をいたしました。そ
の後運動不足を解消するため、自
分の時間に合わせて気軽に楽しめ
る運動ということで選んだのが自
転車（ロードバイク）。そこから、
一気に自転車の魅力に引き込ま
れていきました。なぜ、自転車を
選んだのかといえば、宇都宮市は、
平成2年にロードレースの世界選
手権がアジアで初めて開催された
土地であり、その後世界選を記念
し、平成4年からジャパンカップ
サイクルロードレースが開催され
ている街です。あわせて、競輪の
主催地でもあり神山雄一郎選手な
どを輩出し、自転車競技というも
のを身近に感じられる街であった
というのが契機となったのは間違
いないところだと思います。
それまでの趣味としての自転車

を、私が、議員として自転車競技、
自転車行政に傾注していくきっか
けとなったのは、ある二人との出
会いでした。その二人とは、宇都
宮BLITZENの運営会社の社長

プロロードレースチームという
広告塔を得た後は、一気に宇都宮
市は「自転車のまち」としての勢
いが加速していきました。特に
ジャパンカップサイクルロード
レースは、長年続いてきた競技で
したが、認知度からすれば、ロー
ドレースの好きな人は知っている
が、その他の方には知られていな
い。この競技が宇都宮で開かれて
いることの価値を高める為の試み
が、2010年から始まった市街地
におけるクリテリウムです。

子どもたちに
親しんでもらうために

我々は、ジロ・デ・イタリアの
100周年大会に赴き、トリエステ
の市街地部の周回レースを見まし
た。街全体がお祭りのように自転
車レースで盛り上がる様子を見
て、この盛り上がりを宇都宮でも、
という思いで取り組み、市長や警
察、中心市街地、各種ボランティ
アの方々の協力により開催するに
至りました。その後は、コースの
延長を求める陳情が出されるなど

である柿沼 章氏、チームのGMで
ある廣瀬佳正氏の両氏です。
当時、プロのロードレーサーで

あった廣瀬選手が、地元でプロ
ロードレースチームを作りたいと
いう企画を考え、知人の紹介で日
本に帰国した際にお会いし、その
思いに共感しました。
宇都宮市では、自転車の利用者

が多く、そして競技としての自転
車の歴史があるにもかかわらず、
自転車がクローズアップされるこ
とが少なく、現にジャパンカップ
サイクルロードレースもやめるべ
きという議論も出ていました。今
でこそ自転車人気により、多くの
観客を集めるまでになりましたが、
その当時はマイナースポーツでし
た。しかしその歴史の価値を自分
自身はわかっていたつもりであり、
その価値を市民にわかりやすく伝
えていく存在が必要であり、我々
が考えたわかりやすい伝え方の答
えが「宇都宮BLITZEN」という
チームでした。廣瀬氏、柿沼氏と
私達の思いが一致し、2008年に
共に運営会社を設立し、日本初の
地域密着型プロロードレースチー
ムへと進んでいきました。
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市民に愛されるイベントへと成長
し、現在では、クリテリウムで4万
2千人、ロードレースで 8万3千人
の来場者を迎える市の一大イベン
トへと成長し、20億円以上の経済
効果を生んでいます。
更に、自転車への理解を深めて

いただくため、欧州各国のように
自転車を文化として親しんでもら
うため、子供たちへの自転車教育
を浸透させる事にも重点を置き、
栃木県内の幼保小中高、そして企
業や団体などにBLITZEN選手が
直接赴いて自転車教室をするとい
う活動を行っております。2週に
1回はプロ選手が直接子供達に直
接教えております。その結果、子
供たちへの安全教室は、2015年
末で3万人を超えるまでになりま
した。その子供達に、結果として
自転車、ジャパンカップ、チーム
へと大きな興味を持ってもらえる
のです。
そのような中で、宇都宮におけ

る自転車への認知度は一気に高
まってきたものと考えます。自転
車の通勤・通学などの利用者数や
環境の土台はありましたので一気
に浸透をしてきました。平成25
年の総務省家計調査では、1世帯
当たりの自転車購入額全国1位に
なりました。
自転車に親しむ人の増加と共に、
走る環境の整備も進んでおります。
宇都宮市では平成22年に「宇都
宮市自転車のまち推進計画（前期

計画）を策定し、だれもが安全で
快適に楽しく自転車を利用できる
「自転車のまち宇都宮」の実現のた
め自転車走行空間の整備などに取
り組んでまいりました。そして本
年、前期計画より5カ年が経過し、
新たに後期計画を策定しました。
計画の内容は、新たに施策の柱

として「自転車でつながる」を設
定。これまでの「安全」「快適」
「楽しく」「健康とエコ」の4つの
施策の柱に加え、「つながる」を掲
げました。「つながる」の柱の下、
LRTやバスなどの交通手段と自
転車を組み合わせた自転車ネット
ワークを設定し、利便性を高める
など、子どもから高齢者まで誰も
が快適に移動できる「交通未来都
市　うつのみや」を目指します。

JR宇都宮駅前に、ロードバイク
のレンタル、自転車の各種講座や、
シャワー室を備えた「宮サイクル
ステーション」の設置や、コンビ
ニなどを自転車の駅として空気入
れや工具などを備え、サイクリス
トが安心して楽しめる環境を作っ
てきました。
更に前期計画より更に強化す

る施策として、日本一の整備延長
（21.7km）を誇る自転車走行空間
を更に延長し、5カ年で36 km伸
ばし、57 . 7 kmまで整備延長する
予定です。整備の中で課題となっ
ていた交差点内での自転車走行空
間についても「矢羽根」などの活
用により自転車道の連続性の確保

にも注力していく予定です。
その他、JR宇都宮駅からジャパ

ンカップコースを結ぶルートの案
内誘導の路面表示を検討し、レー
スを通じた誘客促進、ブランド力
の強化、LRTへのオフピーク時に
おける自転車の積載などの公共交
通とのつながりを強化していくこ
とや、「自転車の日」を設定し、「自
転車のまち　宇都宮」の魅力を高
め市内外にPRしていく予定です。

5年後には自転車が関係する交
通事故件数を現状429件から320
件以下へ、自転車分担率を現状
20％から25％（中核市トップク
ラスの分担率）、市民満足度を現
状29 . 6％から50％（世界トップ
クラスの自転車施策に対する満足
度）へチャレンジしていきます。
最後に、これから全国的に自転
車の施策はさらに推進されていく
ことと思います。しかし、自転車
レーン一つを取っても、色や形状
が違う例や、交通ルールについて
も全国で統一的に理解をされて
いるわけでなく、整備方法も地域
様々であります。これだけ自転車
が全国的に注目されている時にこ
そ、自転車に対するジャパンスタ
ンダードというものを確立すべき
時に来ていると思うと同時に、自
転車文化を確立するチャンスの時
であります。今後、自転車行政に
積極的に取り組む、日本中の都市
間、議員間の連携が広まることを
望みます。
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